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東京大学 大学院工学系研究科 助教
早矢仕 晃章

-Treasuring Every Encounter of Data Affairs-

ワークショップ



ポストコロナ社会における観測データ設計の集合知化

異分野データ連携とコミュニケーション支援によって、目的に応じ
たデータ設計・収集・共有と意思決定プロセスを支援

システム創成学専攻：早矢仕晃章 助教, 上原直（M2）,長谷大輔（M1）, 大澤幸生 教授

COVID-19現象の理解と対策のため、分野を横断したデータ流通・共有の重要性が理解されること
となったが、データの信頼性と質、そして未だデータ化されていない事象を如何に観測するのかという
新たな問題が顕在化

Web IMDJ (Web-based Innovators 
Marketplace on Data Jackets)

TEEDA(Treasuring Every Encounter 
of Data Affairs)

VARIABLE QUEST

コロナ禍におけるニーズの表出化と
データの組み合せによる解決方法
をオンラインで議論するプラット
フォームを展開。

コロナ禍で実際に共有されたデータ
と足りないデータの情報を集合知
化し、未だデータ化されていない事
象を検討可能に。

変数が未知のデータ概要から、当
該データに含まれ得る変数を推定
することで、未観測事象のデータ設
計を支援。

HP: http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/post-corona-project/ email: hayashi@sys.t.u-tokyo.ac.jp



ワークショップで用いるツール

3

http://teeda.data-marketplace.org/

TEEDA
–Treasuring Every Encounter of Data Affairs–



年 月 日 顧客ID 購入品目 支払金額

2017 11 1 AAAAA 人工知能学会誌 2592

2017 11 1 BBBBB ペン、りんご、パイナップル 1080

︙ ︙ ︙ ︙ ︙ ︙

2017 11 30 YYYYY スナック、するめ、ビール 2536

2017 11 30 ZZZZZ ラーメン、ナタデココゼリー 867

データ

データ＝変数と値の集合
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変数（パラメータ、属性）

値

（例）スーパーマーケットの購買履歴データ



データジャケットData Jacket
p データジャケット（DJ）は人間が読むことを前提としたデータの概要情報
p 自然言語で記述され、構造化されている
p データの中身ではなく、概要情報（変数名、保存形式、収集方法など）を共
有し、データの利用価値を検討可能にする

p 個人情報を含む共有不可能なデータでも、DJにすることでセキュリティ上の
リスクを低減させて情報が共有可能となる

p 構造化によって、人間だけでなく計算機においても可読化
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年 月 日
顧客
ID 購入品目

支払
金額

2017 11 1 AAA 人工知能学会誌 2592

2017 11 1 BBB ペン、りんご、パイ
ナップル

1080

︙ ︙ ︙ ︙ ︙ ︙

2017 11 30 YYY スナック、するめ、
ビール

2536

2017 11 30 ZZZ ラーメン、ナタデココ
ゼリー

867



TEEDAのインタフェース

6※図はテストデータによる可視化



TEEDAのインタフェース
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：入手したいデータ

：提供可能データ

：データ同士が共通する変数を有して
いる場合にリンクを張る
（共通する変数の数に応じて太くなる）

ノード リンク（エッジ）

※図はテストデータによる可視化

ヒント：
COVID-19現象の理解と対策のため、

• どのようなデータが必要なのか、

• どのようなデータが提供されている
のか、

という情報を入力してください。

講演や研究発表を聞いて関心の高
まったデータについて入力いただいても
構いません。



TEEDAのインタフェース

8※図はテストデータによる可視化

ノードをクリックすることで、
変数で紐付いている関連データ
との関係が理解できる

入力されたデータの詳細情報も
閲覧可能



TEEDAのインタフェース

9※図はテストデータによる可視化

⼊⼒されたデータに関する情報のキーワードを抽出し、どのような領域の
データの利⽤期待度が⾼いのかを理解する。



ワークショップの手順

TEEDAサイト（http://teeda.data-marketplace.org/）にアクセス
ユーザー名（自由にご記入ください）を入力し、Loginをクリック
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ワークショップの手順

本ワークショップ中に各人で、以下のデータについての情報を
TEEDAに入力してください。
① どのようなデータを入手したいか
② どのようなデータが提供可能であるか 11

データ入力アイコンをクリック



ワークショップの手順

本ワークショップ中に各人で、以下のデータについての情報を
TEEDAに入力してください。
① どのようなデータを入手したいか
② どのようなデータが提供可能であるか 12

data request（欲しいデータ）またはprovidable data（提供可能データ・公開されている
データ）を選択し、データ概要情報を入力



ワークショップの手順
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入手したいデータの入力 提供可能データの入力

p データの名前 *

p 変数名* 
（カンマ（半角）「,」で区切って入力して下さい）

p データの概要

p 共有条件
l 一般に共有可能、購入により共有可能、
共有不可能など

p データの種類
l 時系列、テキスト、数値、画像など

p データの保存形式
l RDB、マークアップ形式、txt、RDF、PDF
など

*：必須項目

p データの名前 *

p 変数名* 
（カンマ（半角）「,」で区切って入力して下さい）

p データの利用目的

ヒント：
• 変数名はデータ連結のコアとなる
要素です。

• 可能な限りたくさんのデータを入
力してください。

• 可視化サイトも閲覧し、他の参加
者がどのようなデータを入力して
いるのか見てみましょう。



その他の機能
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検索バー
データ登録、スクショ、ダウンロードなど

入力された
データ概要
のサマリー

ノード長押しで詳細情報を閲覧 フィールド長押しでワードクラウド閲覧



TEEDAワークショップについて
COVID-19現象の理解と対策のため、

• どのようなデータが必要なのか、

• どのようなデータが提供されているのか、

という情報を入力してください。

講演や研究発表を聞いて関心の高まったデータについて入力いただいても構いません。
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入力いただいたデータ概要情報と可視化については、本ワークショップの総合討論にて
ご紹介します。

ぜひ、積極的なご入力をお願い致します。

さらなるCOVID-19現象の理解と対策、データ利活用のため、

u TEEDAワークショップで入力いただいた情報及び当該データについて、ワークショップ後
にぜひご相談させてください。

u 入力いただいた情報は報告及び研究のため、個人を識別可能な情報を除いて活用
させていただくことがあります。



ポストコロナ社会における観測データ設計の集合知化

異分野データ連携とコミュニケーション支援によって、目的に応じ
たデータ設計・収集・共有と意思決定プロセスを支援

システム創成学専攻：早矢仕晃章 助教, 上原直（M2）,長谷大輔（M1）, 大澤幸生 教授

COVID-19現象の理解と対策のため、分野を横断したデータ流通・共有の重要性が理解されること
となったが、データの信頼性と質、そして未だデータ化されていない事象を如何に観測するのかという
新たな問題が顕在化

Web IMDJ (Web-based Innovators 
Marketplace on Data Jackets)

TEEDA(Treasuring Every Encounter 
of Data Affairs)

VARIABLE QUEST

コロナ禍におけるニーズの表出化と
データの組み合せによる解決方法
をオンラインで議論するプラット
フォームを展開。

コロナ禍で実際に共有されたデータ
と足りないデータの情報を集合知
化し、未だデータ化されていない事
象を検討可能に。

変数が未知のデータ概要から、当
該データに含まれ得る変数を推定
することで、未観測事象のデータ設
計を支援。

HP: http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/post-corona-project/ email: hayashi@sys.t.u-tokyo.ac.jp



ワークショップで用いるツール
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http://teeda.data-marketplace.org/

TEEDA
–Treasuring Every Encounter of Data Affairs–


